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下田の港は、我等のふるさと、訪れる人を温かく迎えましょう下田の港は、我等のふるさと、訪れる人を温かく迎えましょう

３年ぶりの開催「黒船祭」３年ぶりの開催「黒船祭」



おごそかに行われた黒船将兵墓前祭 （玉泉寺）

リニューアルされた再現劇 「日米下田条約調印」

にぎわいパレード （海上自衛隊横須賀音楽隊）記念公式パレード （米海軍第７艦隊音楽隊）

ペリー艦隊来航記念碑献花式マシュー ・ センザー在名古屋

米国領事館首席領事

川勝静岡県知事

絵画コンテスト日米友好杯受賞鈴
す ず き

木僧
そ う ま

麻さん 黒船サンセットコンサート 記念式典 （下田公園）
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ニューポート市の学生とのオンライン交流

海上花火大会

年代を越えて行われた 「ビーチサッカー」

海上保安庁巡視艇 「かの」 一般公開

T.C.Dance Company によるダンス発表

フラホーイケ

開国のまち下田を楽しむ

豆州白浜太鼓が鳴り響く

にぎわいを見せる KIZUNA 広場

花みずき会踊り

静岡大学よさこいサークル 「お茶ノ子祭 」々

大道芸がまちを盛上げた

男女混合の 「ビーチバレー」

自衛隊による車両展示

にぎわいコンサート



どうなっているの?

市　　　税
27億1,874万円
26億4,462万円

地方交付税
35億4,042万円
35億4,042万円

国庫支出金
19億7,805万円
23億2,651万円

市　　　債
4億1,620万円
15億0,030万円

県 支 出 金
5億4,861万円
7億7,405万円

繰　越　金
8億2,729万円
8億2,729万円

120億3,387万円

市民一人当たり　59万3,181円
一世帯当たり 114万3,687円

136億9,622万円

115億1,318万円

市民一人当たり　56万7,515円
一世帯当たり 109万4,201円

136億9,622万円

地方消費税交付金
5億5,998万円
5億5,998万円

繰　入　金
5億0,005万円
5億1,981万円

寄　附　金
2億8,452万円
3億0,121万円

諸　収　入
2億1,790万円
2億2,119万円

そ　の　他
4億4,211万円
4億8,084万円

民　生　費
37億0,611万円
40億8,803万円

総　務　費
22億0,807万円
24億1,252万円

土　木　費
10億9,925万円
12億4,746万円

衛　生　費
9億5,792万円
11億7,332万円

教　育　費
12億7,836万円
19億5,854万円

公　債　費
7億6,206万円
7億6,210万円

商　工　費
6億4,658万円
7億1,738万円

消　防　費
5億5,054万円
5億6,405万円

農林水産業費
1億7,142万円
2億0,160万円

議　会　費
1億0,362万円
1億0,487万円

そ　の　他
2,925万円

4億6,635万円

歳
入

歳
出

下田市の家計簿は
下田市の財政事情

令和３年度
下期執行状況
　市民の皆さまに令和３年度下
半期（令和４年３月31日現在）
の財政状況をお知らせします。
　これは、皆さまからの税金や
国、県から交付されるお金がど
のように使われているかを示す
もので、下田市の財政状態を示
した家計簿と言えるものです。

問合せ先
　　　財務課財政係　☎㉒3911

グラフの見方

区　分　名
収入・支出済額

予算額
濃色は収納・執行率（％）

令和３年度の主な施策
人口減対策
●中学校就学準備給付金
●移住・交流推進事業
●稲梓小学校放課後児童クラブ新設
●病児保育事業
●子育て世帯への臨時特別給付金

観光・経済対策
●事業継続支援給付事業
●事業者応援金事業
●経営改善事業補助金
●駿河湾フェリー維持管理費等負担金
●世界一の海づくり事業
●企業誘致推進事業
●夏期海岸対策事業
●プレミアム付商品券発行事業費補助金
●須崎漁港周辺観光エリア整備工事
●住民税非課税世帯等臨時給付金
●経済変動対策特別資金利子補給補助金

防災対策
●第２分団第４詰所建設事業
●津波避難路（敷根避難路）整備事業
●ゆのもと橋耐震補強事業
●本郷橋大規模修繕事業
●耐震改修支援事業

その他事業
●市制50周年記念実行委員会補助金
●中学校再編整備事業
●新型コロナウイルスワクチン接種事業
●新庁舎等建設推進事業
●立地適正化計画策定

目 的 別
会　　　計　　　名 予　算　額 収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

残　　高 構成比 都市計画税 固定資産税 市民税

軽自動車税 市たばこ税 入湯税
7,291円 63,722円 47,299円

3,915円 9,247円 2,540円

46億3,392万円
13億3,566万円
12億8,137万円
9億3,964万円
4億6,839万円
13億3,902万円
99億9,800万円

216万円
878万円
302万円

31億7,252万円
28億5,681万円
3億9,155万円
4,396万円

14億1,085万円
18億0,573万円
96億9,538万円

212万円 （98.1%）
874万円 （99.5%）
301万円 （99.7%）

29億0,132万円 （91.5%）
27億6,974万円 （97.0%）
3億7,820万円 （96.6%）
2,977万円 （67.7%）

13億3,983万円 （95.0%）
16億7,366万円 （92.7%）
91億0,639万円 （93.9%）

74万円 （34.3%）
423万円 （48.2%）
301万円 （99.7%）

28億5,415万円 （90.0%）
23億9,646万円 （83.9%）
3億3,916万円 （86.6%）
2,147万円 （48.8%）

12億5,154万円 （88.7%）
15億0,316万円 （83.2%）
83億7,392万円 （86.4%）

●一般会計目的別の市債 ●一人当たりの市税負担額

●市有財産の状況

●令和3年度特別会計及び事業会計の執行状況
46.3%
13.3%
12.8%
9.4%
4.7%
13.5%
100.0％

臨 時 財 政 対 策 債
教 育 債
過 疎 対 策 事 業 費
総 務 債
民 生 債
そ の 他

合　　　計

稲 梓 財 産 区 特 別 会 計
下田駅前広場整備事業特別会計
公 共 用 地 取 得 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計

合　　　　　計
土 地

建 物

基 金

出資による権利

有 価 証 券

会 計 名 残　　高 構成比 種　　類 保　有　状　況
99億9,800万円
29億4,010万円
47億2,504万円

7,445万円
177億3,759万円

市民一人当たり　　874,333円
一世帯当たり　　1,685,762円

●各会計の市債

56.4%
16.6%
26.6%
0.4%

100.0%

一 般 会 計
水 道 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計
集落排水事業会計

合　　　計

3,918,062.31平方メートル
（一般会計分）

83,866平方メートル
（一般会計分）
41億3,671万円

（土地開発基金貸付金 1億6,200万円含む）

12億2,983万円

120万円

 特別会計とは、地方公共団体が特定の事業を行う
場合、その特定の収入をもって特定の支出にあて、
一般の収入・支出と区分して経理する必要がある場
合において、一般会計から分離して、別に収支経理

を行う会計のことを言います。
 現在、下田市には後期高齢者医療特別会計など７
つの特別会計と、事業会計として水道事業会計と下
水道事業会計があります。

91.9%

98.5%

94.5%

96.2%

100.0%

100.0%

70.9%

27.7%

85.0%

100.0%

102.8%

6.3%

98.8%

85.0%

97.6%

90.1%

99.9%

65.3%

81.6%

88.1%

91.5%

90.7%

87.9%84.1%
収納率執行率
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　　　 児童手当・現況届の

　　提出が原則不要となりました

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以

降の児童手当等を引き続き受ける要件（児童の監督や

保護、生計同一関係など）を満たしているかどうかを

確認するためのものです。児童の養育状況が変わって

いなければ、次に該当する方を除き、現況届の提出は

不要です。

現況届の提出が必要な方

・配偶者からの暴力等により住民票の住所地と異なる

市区町村で受給している方

・支給要件児童の戸籍がない方

・離婚協議中で配偶者と別居されている方

・その他、市区町村から提出の案内があった方

※現況届の提出がない場合には、６月分以降の手当が

受けられなくなります。

現況届に必要な書類

市から送付した「児童手当・特例給付　現況届」

※その他、ご家庭の状況によって提出していただく書

類が変わる場合があります。

提出方法

福祉事務所（窓口⑥）に提出又は郵送

※郵送の場合は書類到着日が受付日となります。

問合せ先　

福祉事務所社会福祉係　（窓口⑥）　☎㉒２２１６

 行政・災害の情報収集

　　 下田市メール配信サービス

　新型コロナウイルス感染症関連の行政情報や防災情

報等を携帯電話・スマートフォン等にメールでお届け

する、無料の「メール配信サービス」を行っています。

　登録者数は 6,400 人を超え多くの方に登録をしてい

ただいています。

　まだ利用されていない方は、この機会に是非、ご登

録ください。

配信情報一覧

　・Ｊ‐ＡＬＥＲＴ情報

　・広報しもだ放送内容

　・下田市消防・防災・防犯情報

　・下田市行政情報

　・下田市観光情報

登録前にご確認ください

　迷惑メール設定をしている場合は、事前に「sg-m.

jp」のドメインからの受信を許可する設定にしてくだ

さい。ＱＲコードを読み取れない場合は、shimoda@

sg-m.jp に空メールを送信してください。

※登録料は無料です

　ただし、メールの受信にかかる通信料は利用者の

負担となります。

　　　　問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒２２１２

登録用ＱＲコード

   ～ S
ス テ イ

tay w
ウ ィ ズ

ith C
コ ミ ュ ニ テ ィ

ommunity ～

 下田モデルカードをきっかけに
 毎日の健康管理と行動確認を！
　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　市民保健課コロナ感染症対策係　☎㊱４１５５　　

　日々の体温や身体の調子、行動を記録することによって、自分の身体に異変が起きたとき、その原因を探りやす

くなったりします。下田モデルカードを自身の体調チェックにご利用ください。

※下田モデルカードは市役所、市内スーパー等で配布しています。

下田モデルカードの使い方
①体温を記入しましょう。

②つらい咳、息苦しさ、のどの痛み、強いだるさ、味や匂いがしない、などの症状が

ある場合に、“×”と症状を簡潔に記入してください。

③コミュニティ外の人数（普段会わない人）とマスクを外した状態で３メートル以内

の距離で、かつ５分以上接触した場合、その日の人数を記入しましょう。

④旅行の行き先などを、自由に記録しましょう。

新下田モデル（S
ステイ

tay w
ウィズ

ith C
コ ミ ュ ニ テ ィ

ommunity）の効果
　Stay with Community は、いつも会う人以外との「不意の接触」を抑えることにより、

感染拡大を下図のようにブロックできることを意味しています。

　新下田モデルをみなさん一緒に行うことで、日常の生活圏内に旅行者がある程度増

えても感染拡大を抑制し、大切な人を守ることができます。

※ Stay with Community は東京大学大学院大澤幸生教授が提唱するコロナ対策です。

　下田市は、大澤教授と連携し、新しい暮らしに向けたコロナ対策に取り組んでいます。

大会開催日

12月３日（土）

選手募集一次締切　

６月20日（月）

第 23 回静岡県市町対抗駅伝競走大会　選手募集！第 23 回静岡県市町対抗駅伝競走大会　選手募集！
申込・問合せ先　生涯学習課社会教育係　☎㉓５０５５

　12 月に開催される第 23 回静岡県市町対抗駅伝競走大会に向けて選手を募集します。

　小学生から成人までの走ることが大好きな方、脚に自信のある方、ふるさと下田の代表として静岡を駆け抜

けてみませんか。練習は７月から週２日行います。

選手カテゴリ

・小学生男女 ･中学生男女 ･高校生男女

･一般（平成 16 年 12 月５日以前生で高校生を除いた男女）

･40 歳以上（昭和 57 年 12 月５日以前生・男女不問）

応募方法　

教育委員会にある申込書により応募してください。

応募資格

市内在住・在勤、もしくは下田出身の方

【静岡新聞社、提供】【第 22 回選手集合写真】

毎日チェックで

自分を知ろう！

大切な人を

守るきっかけ

づくりになるね！
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令和４年度下田市行政協力委員令和４年度下田市行政協力委員

市内 40 区の区長さんが決定しました市内 40 区の区長さんが決定しました
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒２２１２
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区　名 氏　　名 年数 区　名 氏　　名 年数
住 吉 区 鈴木　正文 新 箕 作 区 鈴木　弘一 新
新 田 区 土屋　達夫 再（２） 須原１区 土屋　博久 新
大 和 区 稲葉　一三雄 再（２） 須原２区 渡辺　明恵 新
港　　区 太田　俊春 ２回目 宇土金区 山田　雅千 新
大 坂 区 鈴本　朝喜 新 椎 原 区 清水　和義 新
弥七喜区 勝又　徹 新 北湯ケ野区 鈴木　浩道 新
中 央 区 車澤　正登 新 加増野区 和泉　善高 新
広岡東区 前田　孝一 ２回目 横 川 区 山﨑　和也 新
岩 下 区 野田　光男 ２回目 相 玉 区 藤田　功 新
広岡西区 高橋　栄彦 再（５） 荒 増 区 加藤　義勝 新
高 馬 区 渡辺　武敏 新 落 合 区 土屋　徹 新
西本郷区 近田　和男 再（５） 柿 崎 区 糸賀　秀穂 再（４）
東本郷区 渡邉　洋之 再（８） 外 浦 区 大谷　静也 新
中 一 区 西山　俊晴 新 須 崎 区 森田　学 新
中 二 区 金森　誠 新 吉佐美区 楠山　俊介 新
立 野 区 原田　好男 新 大賀茂区 大川　富久 新
河 内 区 山下　勝幸 新 田 牛 区 渡邉　甚一 新
蓮台寺区 沢路　幸男 新 原 田 区 佐々木　昭 再（２）
上大沢区 山梨　輝明 新 長 田 区 正田　成彦 再（８）
下大沢区 山田　豊秋 ２回目 板 戸 区 長谷川　信雄 ２回目
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場
面
で

の
心
得
を
ま
と
め
ま
し
た
。

①
事
前
準
備
の
心
得

①
事
前
準
備
の
心
得

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

事
前
に
避
難
経
路
や
土
砂
災
害
警

戒
区
域
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
そ
の
場
に
足
を
運
ん

で
み
る
と
、
避
難
の
イ
メ
ー
ジ
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
避
難
時
・

避
難
先
で
必
要
と
な
る
懐
中
電
灯

や
非
常
食
な
ど
の
非
常
持
出
品
は

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
と
こ
ろ
に

置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
は
誤
っ
た
情
報
や
デ

マ
が
拡
散
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
下
田

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
戸
別

受
信
機
な
ど
を
通
し
て
正
し
い
情

報
を
入
手
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
避
難
時
の
心
得

　

災
害
の
お
そ
れ
が
高
ま
っ
て
い

る
場
合
は
、
早
め
の
避
難
が
大
切

で
す
。
河
川
が
氾
濫
し
て
い
る
、

避
難
経
路
が
断
た
れ
て
い
る
等
の

状
況
下
で
の
避
難
は
大
変
危
険
で

す
。
気
象
警
報
や
避
難
情
報
を
確

認
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避

難
で
き
る
よ
う
、
い
つ
、
ど
う
い
っ

た
避
難
行
動
を
す
る
か
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
実
際
に
避
難
を
す

る
と
き
に
は
動
き
や
す
い
服
装
で
、

家
族
や
近
隣
住
民
と
声
を
か
け
合

い
避
難
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

③
避
難
先
で
の
心
得

　

避
難
先
で
必
要
と
な
る
も
の
に

は
、貴
重
品（
現
金
、免
許
証
な
ど
）

や
、
非
常
食
、
飲
料
水
、
衣
類
（
タ

オ
ル
、
下
着
な
ど
）、
救
急
医
薬

品
、
常
備
薬
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
乳
幼
児
や

高
齢
者
が
い
る
家
庭
や
、
病
気
が

あ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
や

事
情
に
合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を

準
備
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
は
手
洗
い
を
す

る
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
感
染
症
対
策
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
親

戚
や
友
人
の
家
な
ど
に
避
難
す
る
こ

と
も
併
せ
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

　

災
害
時
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た

水
色
又
は
灰
色
の
防
災
ラ
ジ
オ

は
、
11
月
末
で
防
災
行
政
無
線
の

放
送
を
受
信
で
き
な
く
な
り
ま
す

（
通
常
の
ラ
ジ
オ
と
し
て
は
引
き

続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）。　
　

　

そ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
デ
ジ
タ

ル
無
線
に
対
応
し
た
戸
別
受
信
機

を
各
世
帯
に
１
台
、
無
償
で
貸
与

し
て
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
貸
与
の
申
請
は
、

防
災
安
全
課
（
窓
口
⑩
）
で
申
請

し
て
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
「
戸
別
受
信
機
」
と
検

索
し
、
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
上
、
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、
戸

別
受
信
機
は
窓
口
で
お
渡
し
し
ま

す
。

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
時
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、

同
報
無
線
を
用
い
て
市
民
の
皆
さ

ま
へ
確
実
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
次
の
日
程
で
緊
急
地
震
速
報

の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

も
、
短
い
時
間
で
あ
わ
て
ず
に
身

を
守
る
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
時

６
月
15
日
（
水
）　

10
時
頃

緊
急
地
震
速
報
と
は

　

地
震
発
生
後
、
そ
の
揺
れ
を
検

知
・
解
析
し
、
大
き
な
揺
れ
が
到

達
す
る
前
に
、
い
ち
早
く
発
表
す

る
情
報
で
す
。

放
送
内
容

（
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）
＋
（
こ

れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。
）
×
３
回
＋
（
こ
ち
ら
は
、

下
田
市
で
す
。
）
＋
（
下
り
４
音

チ
ャ
イ
ム
）

 

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

　　

～
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
～

～
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
～

　
　
　

　
　
　

  

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課
防
災
係　
（
窓
口
⑩
）
☎

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課
防
災
係　
（
窓
口
⑩
）
☎
㊱㊱
４
１
４
５

４
１
４
５

自治会って何だろう
　自治会は、同じ地域に住む人たちによって組織され、地域を快適で住みよく安心して暮らせる地域づくりをする

ため活動している団体です。市では 40 区の区（自治会）があり多くの方に加入していただいています。

　住みやすい地域は、そこで生活している人同士がお互いに理解し合い、信頼があって実現します。そのため皆さ

まの協力を必要としています。　

主な活動内容

　地域の情報、行政の情報をお知らせす

るため、回覧板にて、広報しもだ、お住

まいの地域情報を発信しています。

暮らしの情報提供 地域の安全活動

　火災・風水害・地震などの非常時に備

えるため、防災訓練（避難訓練、消火訓

練等）や自主防災活動を行っています。

　地域のつながりやコミュニケーション

を深めるため、お祭りや運動会などの地

域活動を行っています。また、子ども会、

老人会などの各種団体も設置しています。

住民の交流の実施

　地域の環境美化活動を推進するため、

地域の清掃（側溝、河川敷等）やごみステー

ションの運営を行っています。

環境整備の活動

～
事
前
の
準
備
と
早
め
の
避
難
を

          

心
が
け
ま
し
ょ
う
～

～
デ
ジ
タ
ル
式
戸
別
受
信
機
の

  

無
償
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
～

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の

    　

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す



　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
及
び

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
上
旬
以
降
に
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

　

試
験
会
場
の
換
気
、
消
毒
、
十

分
な
間
隔
を
空
け
た
配
置
等
の
配

慮
を
し
ま
す
。

　

会
場
に
つ
い
て
は
、
応
募
人
数
に

よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
人
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
１

採
用
予
定
年
月
日

令
和
５
年
４
月
１
日

○
一
般
事
務
職

　

（
大
卒
・
短
大
卒
程
度
）

○
一
般
事
務
職

　

（
情
報
処
理
・
資
格
）

○
一
般
事
務
職

　

（
情
報
処
理
・
経
験
者
）

○
技
術
職

　

（
土
木
・
建
築
・
都
市
計
画
・　

　

 

水
道
）

○
保
健
師

い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名
募
集

 

６
月
30
日
（
木
）
ま
で

試
験
日

第
１
次
試
験　

７
月
24
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

９
月
４
日
（
日
）

活
者
支
援
給
付
金
支
給
（
改
定
）

活
者
支
援
給
付
金
支
給
（
改
定
）

通
知
書
」
が
届
い
て
い
る
方
は
、　

通
知
書
」
が
届
い
て
い
る
方
は
、　

令
和
４
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金

令
和
４
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
６
月
な
の
？

な
ぜ
６
月
な
の
？

　

令
和
４
年
度
の
年
金
額
な
の

　

令
和
４
年
度
の
年
金
額
な
の

に
、
な
ぜ
３
月
や
４
月
に
通
知
が

に
、
な
ぜ
３
月
や
４
月
に
通
知
が

届
か
ず
、６
月
な
の
か
と
い
う
と
、

届
か
ず
、６
月
な
の
か
と
い
う
と
、

４
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
は
「
４

４
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
は
「
４

月
、５
月
分
」
の
年
金
で
は
な
く
、

月
、５
月
分
」
の
年
金
で
は
な
く
、

「
２
月
、
３
月
分
」
の
年
金
だ
か

「
２
月
、
３
月
分
」
の
年
金
だ
か

ら
で
す
。
６
月
に
支
給
さ
れ
る
年

ら
で
す
。
６
月
に
支
給
さ
れ
る
年

金
が
「
４
月
、
５
月
分
」
と
、
新

金
が
「
４
月
、
５
月
分
」
と
、
新

年
度
の
年
金
額
に
な
る
の
で
、
毎

年
度
の
年
金
額
に
な
る
の
で
、
毎

年
６
月
初
旬
に
新
年
度
の
通
知
が

年
６
月
初
旬
に
新
年
度
の
通
知
が

届
き
ま
す
。

届
き
ま
す
。

年
度
途
中
で
通
知
が
来
る
こ
と
も

年
度
途
中
で
通
知
が
来
る
こ
と
も

　

遺
族
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に

　

遺
族
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
や
、
特
別
徴
収
（
年
金

な
っ
た
場
合
や
、
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
し
て
い
る
健
康
保
険
税

天
引
き
）
し
て
い
る
健
康
保
険
税

（
料
）
額
の
更
生
な
ど
に
よ
り
、
支

（
料
）
額
の
更
生
な
ど
に
よ
り
、
支

給
さ
れ
る
年
金
額
に
変
更
が
あ
っ

給
さ
れ
る
年
金
額
に
変
更
が
あ
っ

た
際
に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

た
際
に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

そ
の
都
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
都
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
で
き
る
環
境
に
あ
る
場
合
は
、

用
で
き
る
環
境
に
あ
る
場
合
は
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い
つ
で

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い
つ
で

も
受
給
す
る
年
金
額
を
確
認
で
き

も
受
給
す
る
年
金
額
を
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　

  

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２
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助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

  

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

・
年
金
額
改
定
通
知
書

・
年
金
額
改
定
通
知
書

　

４
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
新
年
度

　

４
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
新
年
度

の
年
金
額
の
総
額
を
お
知
ら
せ
す

の
年
金
額
の
総
額
を
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

る
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
度
は
全
部
で
ど
れ
だ

　

令
和
４
年
度
は
全
部
で
ど
れ
だ

け
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
か
が
、

け
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
か
が
、

示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

・
年
金
振
込
通
知
書

・
年
金
振
込
通
知
書

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
月
に
支
給
さ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
月
に
支
給
さ

れ
る
年
金
支
払
額
な
ど
を
お
知
ら

れ
る
年
金
支
払
額
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

せ
す
る
も
の
で
す
。

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
支
給

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
支
給

（
改
定
）
通
知
書

（
改
定
）
通
知
書

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
受

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
受

給
者
の
皆
さ
ま
に
令
和
４
年
４
月

給
者
の
皆
さ
ま
に
令
和
４
年
４
月

か
ら
の
支
給
額
（
改
定
額
）
を
お

か
ら
の
支
給
額
（
改
定
額
）
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

６
月
初
旬
に
届
き
ま
す

６
月
初
旬
に
届
き
ま
す

　

既
に
、「
年
金
額
改
定
通
知
書
」・

　

既
に
、「
年
金
額
改
定
通
知
書
」・

「
年
金
振
込
通
知
書
」・
「
年
金
生

「
年
金
振
込
通
知
書
」・
「
年
金
生
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令
和
４
年
度
新
規
採
用

職
員
に
抱
負
や
意
気
込
み

を
広
報
し
も
だ
で
語
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

総務課総務係

　　　長
ながいけ

池　摩
ま や

耶

　千葉県より一家で移

り住んで参りました。

ケアマネージャー、社

会福祉士の資格を有し

ております。一日も早

く仕事に慣れ、地域の

皆さまに必要とされる

職員となれるよう努め

てまいります。

　市民保健課国保年金

係に配属となりまし

た。久しぶりに戻って、

下田散歩が趣味になり

ました。まだまだ分か

らないことが多いです

が、早く皆さまのお役

にたてるよう精進して

まいります。

　祖父母が松崎町に住

んでいることから小さ

い頃から下田に遊びに

来ていました。不器用

ながらも下田の魅力を

少しでも発信できるよ

う頑張ります。よろし

くお願いします。

　防災安全課に配属と

なり防災訓練等の担当

をしています。先輩に

力を借りながら、日々

業務に臨んでおりま

す。頭と体力、使える

ものを全部使って地元

に貢献していきたいと

思います。

　東京で 5 年間勤務し、

この度地元である下田

市に戻って参りまし

た。前職の経験を活か

し、市民の皆さまのお

役に立てるよう、また、

地元への恩返しができ

るよう、精一杯努めて

まいります。

　税務課収納係に配属

となりました。生まれ

育った下田市で働ける

ことを大変うれしく

思っています。一日で

も早く皆さまのお役に

立てるよう頑張ります

ので、よろしくお願い

します。

税務課収納係

　　　西
にしじま

島　麻
あ み

実

防災安全課防災係

　　　佐
さ さ き

々木　啓
け い ご

吾

観光交流課観光施設係

　　　髙
たかはし

橋　龍
りょうへい

平

市民保健課係介護保険係

　　　野
の ぐ ち

口　岳
がく

市民保健課国保年金係

　　　土
つ ち や

屋　あかり

　教育委員会学校教育

課に配属されました。

市立４中学校が統合

し、新たな歴史が始ま

る節目に職員として立

ち会えたことを嬉しく

思います。皆さまのご

期待に添えるよう邁進

してまいります。

　このたび市民保健課

に保健師として配属と

なりました。看護師業

務の経験を活かし、下

田市の健康づくりのお

役に立てるよう頑張り

ます。どうぞよろしく

お願い致します。

　福祉事務所社会福祉

係に配属となりまし

た。わからない事が多

く上司や先輩に助けて

いただく日々ですが、

一日でも早く業務を覚

え市民の皆さまのお役

に立てるよう一生懸命

頑張ります。

市民保健課健康づくり係

　　　杉
すぎやま

山　愉
ゆ か

花

福祉事務所社会福祉係

　　　鈴
す ず き

木　由
ゆ み

美

学校教育課学校教育係

　　　牧
ま き た

田　浩
こういち

一

 人事交流で県から出

向し、建設課に配属と

なりました。１年の交

流期間の中で、市民の

皆さまのお役に立てる

よう一生懸命頑張りま

す。よろしくお願いし

ます。

　教育委員会学校教育

課下田保育所に配属に

なりました。素敵な先

輩方に支えていただき

ながら日々の保育に努

め、子育て世帯の方々

をサポートしていきた

いと思います。よろし

くお願いします。

　教育委員会学校教育

課に配属になりまし

た。右も左も分からな

い新社会人ですが、下

田市に住む皆さまのお

役に立てるよう精進し

ていきたいと思いま

す。よろしくお願いし

ます。

下田保育所

　　　増
ま す だ

田　恵
え り

里

下田認定こども園

　　　端
は や ま

山　和
わ こ

胡

建設課都市住宅係（人事交流）

　　　鈴
す ず き

木　駿
しゅんすけ

輔

　この度、市民保健課

に配属となりました。

まだまだ分からないこ

とが多いですが、市民

の皆さまのお役に立て

るように一生懸命頑張

ります。よろしくお願

いします。

市民保健課市民係

　　　原
は ら だ

田　華
か の ん

夢

ー
下
田
市
役
所
に
入
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
？

　

大
学
進
学
を
機
に
市
外
に
出
ま

し
た
が
、
卒
業
後
は
地
元
に
戻
り

就
職
し
た
く
応
募
し
ま
し
た
。
業

務
内
容
は
幅
広
く
、
必
要
と
な
る

知
識
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
直
接
携
わ
れ

る
こ
と
は
刺
激
的
で
あ
り
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ー
下
田
市
役
所
で
働
く
こ
と
の
魅

力
は
？

　

組
織
の
規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
と
連
携
し
つ

つ
業
務
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
最
後
に
、
未
来
の
下
田
市
職
員

に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

多
様
な
業
務
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
、
自
身
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ

せ
ら
れ
る
職
場
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
と
共
に
働
く
日
が
来
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
採
用

令
和
５
年
度
採
用

　　
下
田
市

下
田
市

　
　
　
　
職
員
募
集
！

職
員
募
集
！

防災安全課消防安全係主事防災安全課消防安全係主事

鈴鈴
す ず きす ず き

木木　　顕顕
た か きた か き

己己 （出身 ： 稲梓）（出身 ： 稲梓）

夏
日
程

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

申
込
受
付
（
土
・
日
は
除
く
）

受
験
資
格
の
確
認

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布

秋
日
程

高
卒
程
度
の
採
用
試
験
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

　
　
　
　
　

す
る
対
応
に
つ
い
て

職
員
に
下
田
市
役
所
で
働
く

職
員
に
下
田
市
役
所
で
働
く

い
き
が
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

い
き
が
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　東京都青梅市から下

田に引っ越してきてま

だ２か月ですが、海も

山もきれいで、とても

いい街だなぁと思って

います。持ち前の体力

を生かし、一生懸命頑

張ります。よろしくお

願いします！

建設課伊豆縦貫道係

　　　鈴
す ず き

木　寛
か ん た

大

  

年
金
額
改
定
通
知
書
・

年
金
額
改
定
通
知
書
・

       
       

年
金
振
込
通
知
書
と
は

年
金
振
込
通
知
書
と
は

  

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

   
   

支
給
（
改
定
）
通
知
書
と
は

支
給
（
改
定
）
通
知
書
と
は



　
　

「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

　

「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

こ
れ
は
２
０
１
６
年
に
前
ア
メ
リ

こ
れ
は
２
０
１
６
年
に
前
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・
ト

カ
合
衆
国
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
氏
が
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

ラ
ン
プ
氏
が
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
、
当
時
Ｔ
Ｖ
で
何
度
も
見
聞
き

で
、
当
時
Ｔ
Ｖ
で
何
度
も
見
聞
き

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
で

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
で

は
、
経
済
格
差
が
拡
大
し
、
低
賃

は
、
経
済
格
差
が
拡
大
し
、
低
賃

金
労
働
者
が
増
え
て
米
国
全
体
に

金
労
働
者
が
増
え
て
米
国
全
体
に

じ
わ
じ
わ
と
不
満
が
ひ
ろ
ま
っ
て

じ
わ
じ
わ
と
不
満
が
ひ
ろ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
数
多
く
の

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
数
多
く
の

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
、
そ

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
、
そ

う
し
た
国
民
の
支
持
を
背
景
に
、

う
し
た
国
民
の
支
持
を
背
景
に
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ア
メ
リ
カ
は
い

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ア
メ
リ
カ
は
い

ろ
い
ろ
な
国
際
的
協
調
の
テ
ー
ブ

ろ
い
ろ
な
国
際
的
協
調
の
テ
ー
ブ

ル
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
は
記
憶
に

ル
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ム
ー

新
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ム
ー

ド
は
日
本
に
も
影
響
を
与
え
、
各

ド
は
日
本
に
も
影
響
を
与
え
、
各

地
で
〇
〇
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
言

地
で
〇
〇
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
言

葉
が
流
行
し
、
東
京
で
は
都
民

葉
が
流
行
し
、
東
京
で
は
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
言
葉
が
言
わ

フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
言
葉
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、

　

当
時
、
天天あ

ま
の
じ
ゃ
く

あ
ま
の
じ
ゃ
く

邪
鬼
邪
鬼
だ
っ
た
私
は
、

だ
っ
た
私
は
、

「
フ
ァ
ー
ス
ト
よ
り
ラ
イ
ト
が
大

「
フ
ァ
ー
ス
ト
よ
り
ラ
イ
ト
が
大

事
じ
ゃ
な
い
の
か
な
」
と
野
球
に

事
じ
ゃ
な
い
の
か
な
」
と
野
球
に

例
え
て
ひ
と
り
言
を
つ
ぶ
や
い
て

例
え
て
ひ
と
り
言
を
つ
ぶ
や
い
て

い
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
（
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ

い
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
（
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
）
に
は
、
右
側
の
と
い
う
意
味

ｔ
）
に
は
、
右
側
の
と
い
う
意
味

だ
け
で
な
く
正
義
と
か
適
切
と
い

だ
け
で
な
く
正
義
と
か
適
切
と
い

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　あじさいが鮮やかに色づきはじめ、梅雨の季節になり

ました。うっとうしい雨の日が多くなりますが、雨あが

りの空気はさわやかで初夏のように心地よく感じます。

また、湿度が高く蒸し暑い日が続くので汗をかく量も増

えます。こまめに拭く・着替える・水分補給などを心が

け健康に過ごせるようにしていきましょう。どうぞ、子

育て支援センターにも遊びに来てくださいね。

誕 生 日 会
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こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　
　
　

～
フ
ァ
ー
ス
ト
と
ラ
イ
ト
～　
　

う
意
味
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
ひ
っ

う
意
味
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
ひ
っ

か
け
て
。
と
い
う
の
も
、
〇
〇

か
け
て
。
と
い
う
の
も
、
〇
〇

フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
概
念
の
根
っ

フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
概
念
の
根
っ

こ
に
は
、ミ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
（
自

こ
に
は
、ミ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
（
自

分
が
第
一
）
が
あ
る
よ
う
に
思
え

分
が
第
一
）
が
あ
る
よ
う
に
思
え

た
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
場
合
に

た
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
場
合
に

よ
っ
て
は
、
ミ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト

よ
っ
て
は
、
ミ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト

が
妥
当
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

が
妥
当
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
自
分
を
あ
と
回
し

う
。
し
か
し
、
自
分
を
あ
と
回
し

に
し
て
で
も
、
優
先
す
べ
き
事
象

に
し
て
で
も
、
優
先
す
べ
き
事
象

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
を
英
語
で

　

「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
を
英
語
で

は
「
ア
フ
タ
ー
・
ユ
ー
」
と
言
う

は
「
ア
フ
タ
ー
・
ユ
ー
」
と
言
う

そ
う
で
す
。
私
は
あ
な
た
の
後
で

そ
う
で
す
。
私
は
あ
な
た
の
後
で

い
い
で
す
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す

い
い
で
す
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す

ね
。
ね
。

　

ち
な
み
に
、
プ
ロ
野
球
で
ラ
イ

　

ち
な
み
に
、
プ
ロ
野
球
で
ラ
イ

ト
を
守
っ
た
名
選
手
に
、
あ
の
イ

ト
を
守
っ
た
名
選
手
に
、
あ
の
イ

チ
ロ
ー
選
手
が
い
ま
す
。
彼
が
ラ

チ
ロ
ー
選
手
が
い
ま
す
。
彼
が
ラ

イ
ト
か
ら
投
げ
る
も
の
す
ご
い
返

イ
ト
か
ら
投
げ
る
も
の
す
ご
い
返

球
は
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
と
呼
ば
れ

球
は
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
と
呼
ば
れ

多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た

多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た

が
、
同
時
に
彼
の
ス
ト
イ
ッ
ク
で

が
、
同
時
に
彼
の
ス
ト
イ
ッ
ク
で

謙
虚
な
姿
勢
も
高
く
評
価
さ
れ
て

謙
虚
な
姿
勢
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
う
い
う
気

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
う
い
う
気

持
ち
に
な
れ
た
ら
社
会
は
も
っ
と

持
ち
に
な
れ
た
ら
社
会
は
も
っ
と

も
っ
と
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
ん
じ
ゃ

も
っ
と
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

 4日(月）5日(火) 七夕笹飾り製作

 6日(水)　図書館出前講座 

 7日(木)　七夕のお話　

 8日(金)　ふれあい遊び　※午後閉館(清掃・消毒)

11日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

13日(水)　プール遊び開始　

          (詳細はセンター通信掲載）

19日(火)　誕生会　10時30分～

22日(金)　ふれあい遊び　※午後閉館(清掃・消毒)

25日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

　　　　　保健師・栄養士来所

予定が変更になる場合があります。

詳細は、支援センターまでお問い合わせください。

こ い の ぼ り 製 作

フ ロ ア ー の 様 子 体 育 館 で 遊 ぼ う	

４/27　区長さん、おつかれさまでした　

　市民文化会館において、行政協力委員会議が行われ、

昨年度退任した各区の区長さんへの感謝状の贈呈式が

行われました。地元の諸問題解決や、市役所とのパイ

プ役となり、ご尽力いただき、ありがとうございました。

５月の
できごと

- 13 - 広報しもだ 2022.6 月号

      ７日　 下田をきれいにする日

　  12 日 　教育旅行市内受入れ開始

    18 日　 Ｊアラート試験放送

 　 19 日　 ひよこサロン　 　　

4/29 ～ 22 日　 竹たのしみまくる下田　 

         　24 日　　国保運営協議会答申

　         26 日　  下田中学校ミニ運動会

　         28 日　　稲梓 ・ 朝日 ・ 稲生沢小学校運動会

５/11　稚鮎放流　

　稲生沢川河川敷にて、天然鮎の遡上回復と豊漁を願

う稚鮎の放流が行われました。今年は３年ぶりに稲生

沢小学校の２年生が参加し、稲生沢川漁協組合員の方々

と一緒に約14,000匹の鮎を稲生沢川に放流しました。

５/12　新庁舎建設事業市民説明会　

　新庁舎建設基本計画に関する市民説明会で旧稲生沢

中学校活用とコンパクトな新築棟とする計画概要やス

ケジュール等の説明を行いました。要望のあった水害

対策や交通弱者への対応の充実を図っていきます。

５/11　JLA 認定海水浴場認定証受領式
　ライフセーバーが活躍する６つの海水浴場（白浜

中央、白浜大浜、外浦、多々戸浜、入田浜、吉佐美大浜）

が JLA（日本ライフセービング協会）の認定海水浴場

に認定されました。海の安全確保に努めます。

５/25　寿大学開講式　　

　市民文化会館で高齢者を対象にした１年間の生涯

学習講座、寿大学を開講しました。今年度の受講者

は 73 名で、健康の増進や人間性の向上などを目標と

して学んでいきます。

５/15　下田中学校サーフィン部始動　

　市内４中学校が統合した下田中学校のサーフィン部

が多々戸浜海岸で海での活動を開始しました。中学校

のサーフィン部は宮崎県宮崎市立青島中学校に次い

で、全国２例目で地域を盛り上げていきます。



を
行
う
の
で
、
申
告
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
速
や
か
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
　

 

（
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

　

今
年
度
中
に
検
定
期
間
切
れ
と

な
る
水
道
用
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）

口
径
13
㎜
、
約
１
７
０
０
個
の
交

換
業
務
を
、
６
月
末
頃
か
ら
12
月

末
の
期
間
に
て
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
下
田
市
指
定

水
道
工
事
人
（
水
道
工
事
店
）
が

該
当
す
る
お
宅
を
訪
問
し
、
水
道

用
量
水
器
の
交
換
を
し
ま
す
。

　

作
業
中
は
、
何
か
と
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
量
水
器
よ
り
宅
内
側
に

あ
る
バ
ル
ブ
等
の
修
繕
・
取
替
を

行
う
場
合
に
は
、
個
人
が
依
頼
す

る
別
途
工
事
と
な
り
ま
す
の
で
自

費
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
量
水
器

は
無
償
の
貸
与
品
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
大
切
に
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
口
径
20
㎜
以
上
の
交
換
は
、

令
和
４
年
12
月
～
令
和
５
年
２

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
行
え
ま
せ
ん
。
「
産
業
廃
棄

物
処
理
業
許
可
」
や
「
古
物
商
許

可
」
を
持
っ
て
い
て
も
家
庭
ご
み

を
収
集
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
の

例
と
し
て
、
街
中
を
大
音
量
で
巡

回
、
空
き
地
で
回
収
、
何
で
も
引

き
取
り
ま
す
と
宣
伝
、
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

不
用
品
の
回
収
を
依
頼
さ
れ
る

場
合
は
、
次
の
業
者
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
現
在
、
市
で
「
一
般

廃
棄
物
処
理
業
許
可
」
を
受
け
て

い
る
業
者
に
な
り
ま
す
。

　

㈱
ア
ン
ド
ー
カ
ー
パ
ー
ツ

　

㈱
栄
協

　

サ
ガ
ミ
シ
ー
ド
㈱

　

㈲
下
田
環
境
サ
ー
ビ
ス

　

㈲
下
田
ケ
ミ
サ
プ
ラ
イ

問
合
せ
先

環
境
対
策
課（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
３

　

ペ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
心
や
生

活
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る

一
方
で
、
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
愛
犬
と
の
楽
し
い
生

活
を
送
る
に
は
、
周
り
の
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。 

犬
の
ふ
ん
や
鳴
き
声
に
困
っ
て
い

る
方
が
い
ま
す
。

 

犬
の
ふ
ん
は
自
分
の
敷
地
内
で

す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
歩

の
と
き
は
必
ず
飼
い
主
が
持
ち
帰

り
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。   

 

問
合
せ
先　

環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
３

信
用
封
筒
（
切
手
（
84
円
）
貼
付
）

　

受
験
資
格
・
試
験
内
容
等
詳
細

は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
農
林
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

県
賀
茂
農
林
事
務
所
森
林
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
０
８
２

開
催
日

８
月
20
日
（
土
）

場
所　

沼
津
労
政
会
館

（
沼
津
市
高
島
本
町
１
‐
３
）

講
習
内
容　

鳥
獣
の
知
識
と
判
別
、
網
・
わ
な

の
知
識
と
判
別
、
模
擬
銃
に
よ
る

点
検
・
分
解
・
操
作

受
講
料

８
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、
弁

当
代
等
含
む
。
猟
友
会
員
は

６
０
０
０
円
）

申
込
期
限

６
月
13
日(

月
）
～
７
月
15
日(

金
）

定
員

先
着
２
０
０
名(

一
種
銃
80
名　

わ
な
１
２
０
名)

申
込
・
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

静
岡
県
猟
友
会
事
務
局

 

☎
０
５
４-

２
５
３-

６
４
２
７

水
道
ひ
と
く
ち
メ
モ

　

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
用
量
水

器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
検
定
期
間
（
使

用
期
間
）
は
８
年
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
期
限
切
れ
に
な
る
メ
ー

タ
ー
は
新
検
定
品
に
交
換
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

適
正
な
計
量
を
行
う
た
め
に
、

検
定
期
間
が
定
め
ら
れ
、
交
換
す

る
も
の
で
す
。

問
合
せ
先

上
下
水
道
課
工
務
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
２
０
０

　

一
般
の
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご

み
や
家
電
な
ど
の
不
用
品
の
収

集
・
運
搬
は
、
市
の
「
一
般
廃
棄

物
処
理
業
許
可
」
を
受
け
た
業
者

　

７
月
か
ら
の
受
給
資
格
の
見
直

し
を
行
う
た
め
、
該
当
す
る
方
に

は
６
月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
（
納
税
通
知
書
の
発
送

日
が
６
月
中
旬
と
な
る
た
め
）。

　

申
請
書
を
提
出
し
な
い
場
合
、

助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

対
象
者　

・
20
歳
に
達
す
る
前
日
ま
で
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
と
児
童

・
20
歳
に
達
す
る
前
日
ま
で
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
父
子
家
庭

の
父
と
児
童

・
両
親
の
い
な
い
児
童
（
20
歳
に

達
す
る
前
日
ま
で
）

の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
前
年
（
１

月
～
６
月
申
請
の
場
合
は
前
々

年
）
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
。
た

だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
で

も
、
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
１
人

当
た
り
38
万
円
、
16
歳
か
ら
18
歳

の
扶
養
親
族
１
人
当
た
り
25
万
円

を
控
除
し
た
結
果
、
所
得
税
が
非

課
税
と
な
れ
ば
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
す
。　

　

前
年
所
得
の
状
況
に
よ
り
審
査

　

県
内
在
住
者
の
方
を
対
象
に
、

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

８
月
28
日
（
日
）
９
時

場
所

【
第
一
種
・
第
二
種
銃
猟
】

　

静
岡
県
富
士
総
合
庁
舎

（
富
士
市
本
市
場
４
４
１
‐
１
）

【
わ
な
猟
】

キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ

（
沼
津
市
大
手
町
１-

１-

４
）

申
込
期
間　

６
月
20
日（
月
）～
７
月
20
日（
水
）

免
許
種
類

わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種

銃
猟

申
込
方
法

　

申
請
書
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
県
賀
茂
農
林
事
務
所

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
県
賀
茂
農
林
事
務
所

窓
口
又
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
手
数
料　

５
２
０
０
円
（
既
に
他
の
狩
猟
免

許
を
持
つ
場
合
３
９
０
０
円
）

必
要
書
類　

狩
猟
免
許
申
請
書
、
医
師
の
診
断

書
、
顔
写
真
、
申
請
手
数
料
、
返

　

国
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
の
公
布
・
施
行
日
で
あ

る
平
成
11
年
６
月
23
日
に
ち
な
み
、

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の

１
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
し
て
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
、

男
女
共
同
参
画
基
本
法
の
目
的
や

基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
、
学
校
、

地
域
、
家
庭
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
国
や
県
、
市
だ
け
で

な
く
、
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
取

組
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先　

企
画
課
政
策
推
進
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

　

市
役
所
の
開
庁
時
間
（
８
時
30

分
～
17
時
15
分
）
に
、
仕
事
や
学

業
等
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
・
受
取
等
が
で
き
な
い

方
の
た
め
６
月
第
２
・
第
４
金
曜

日
に
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
時
間

の
延
長
』
を
行
い
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

６
月
10
日
（
金
）
・
24
日
（
金
）

17
時
15
分
～
19
時
30
分
ま
で

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点
お
持
ち
く
だ

さ
い
。)

※
（
例
）　

健
康
保
険
証
と
介
護

保
険
証
（
通
知
カ
ー
ド
は
本
人

確
認
書
類
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
事
前

に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

★
ご
注
意

　

窓
口
時
間
延
長
中
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
事
務
の
み
の
対
応

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
業
務

（
住
民
票
・
戸
籍
の
交
付
や
、
住

民
異
動
届
、
仮
ナ
ン
バ
ー
申
請
等
）

は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
窓
口
へ
は
、
申
請
者
ご
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
15
歳
未
満

の
方
、
被
成
年
後
見
人
の
場
合

は
、
申
請
者
本
人
と
と
も
に
法

定
代
理
人
が
同
行
し
て
く
だ
さ

い
。
原
則
代
理
人
の
方
で
は
手

続
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

広報しもだ 2022.6 月号 - 14 -

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

    　
　

 　
　
　
　

  

窓
口
延
長

６月の納税
納期は６月 30 日（木）

市県民税　１期

 国民健康保険税　２期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

 

令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
試
験
の

         

た
め
の
実
技
講
習
会

 

６
月
23
日
～
29
日
は

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
週
間

 

令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
試
験

- 15 - 広報しもだ 2022.6 月号

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス
同報無線の内容や市の情報を配信しています

 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　

助
成
金
更
新
手
続
を
忘
れ
ず
に

 

違
法
な
不
用
品
回
収
業
者
は

   

利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

 

今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
く
、

　
　
　
「
あ
た
ら
し
い
」
社
会
へ

内閣府男女共同参

画局ホームページ

ＱＲ

 

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

 

～
見
ら
れ
て
い
ま
す

　

  

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
～

期
限
切
れ
と
な
る

水
道
用
量
水
器
の
交
換
を
し
ま
す

公益財団法人静岡県市町村振興協会
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市
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い

方
、
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操

作
、
便
利
な
ア
プ
リ
の
紹
介
等
を

行
い
ま
す
。
当
日
は
一
人
に
一
台
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
貸
し
し
ま

す
の
で
、
体
験
し
な
が
ら
学
ん
で

い
た
だ
け
る
講
座
に
な
り
ま
す
。　

※
当
日
ご
用
意
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
Ｏ
Ｓ

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
。

日
時　

７
月
５
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

対
象
者

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
を
検
討

し
て
い
る
概
ね
70
歳
代
ま
で
の
方

募
集
人
数　

20
名
（
先
着
順
）

会
場

市
民
文
化
会
館　

大
会
議
室

受
講
料　

無
料

内
容

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作
、

文
字
入
力
、
便
利
な
ア
プ
リ
の
紹

介
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
選
び
の
ポ

イ
ン
ト
等

講
師

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師

申
込
方
法

問
合
せ
先
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

６
月
30
日
（
木
）
※
定
員
に
達
し

次
第
、
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物　

筆
記
用
具

問
合
せ
先

総
務
課
情
報
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
２
１

　

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
と
は
、
中
小
企
業
の
事
業
承

継
問
題
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
に

導
く
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
で
す
。

　

事
業
承
継
に
関
す
る
ど
の
よ
う

な
悩
み
で
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相

談
に
応
じ
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承

継
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。　
　

　

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
は
、
税
理

士
・
中
小
企
業
診
断
士
・
金
融
機

関
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
、
秘
密
厳
守
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
弁
護
士
や
公
認
会
計

士
な
ど
の
専
門
家
と
も
連
携
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
下
田
商
工
会
議
所
で
は
、

事
業
承
継
に
つ
い
て
無
料
の
専
門

相
談
員
に
よ
る
定
例
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
（
事
前
予
約
制
）

問
合
せ
先

静
岡
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
（
静
岡
商
工
会
議
所
）

 

☎
０
５
４-

２
７
５-

１
８
８
１

下
田
商
工
会
議
所

              

☎
㉒
１
１
８
１

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係

              

☎
㉒
３
９
１
４

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
ご
案
内
し
、
消
費
生

活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝

い
す
る
も
の
で
す
。

　

「
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て

け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
」「
お
試

し
購
入
の
は
ず
が
定
期
購
入
契
約

に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
、「
豪

雨
で
雨
漏
り
し
修
理
し
て
も
ら
っ

た
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
た
」
な

ど
の
災
害
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
つ

な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
（
い
や
や
！
）
」
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

　

し
ず
お
か
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
）
は
、

就
労
や
自
立
が
難
し
い
人
た
ち
の

社
会
的
自
立
を
支
援
す
る
厚
生
労

働
省
の
認
可
事
業
で
す
。

　

就
労
や
自
立
等
、
キ
ャ
リ
ア
に

関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者

や
そ
の
家
族
に
対
す
る
相
談
、
就

労
体
験
・
企
業
見
学
・
各
種
セ
ミ

ナ
ー
と
い
っ
た
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
と
い
う
視
点
か
ら　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

支
援
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ス
テ
で
、
就
労
や
自
立
に

向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ

ん
か
？

　

利
用
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

①
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
若
者

（
15
～
39
歳
）
で
、
就
職
し
た

い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
方

②
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
就
職
氷

河
期
世
代
（
40
～
49
歳
）
で
、

就
職
し
た
い
気
持
ち
を
持
っ
て

い
る
方

※
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。

時
間

※
相
談
は
予
約
制

月
曜
～
金
曜
・
第
４
土
曜　

９
時
～
17
時

問
合
せ
先

し
ず
お
か
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

〒
４
１
１-

０
８
５
５　

三
島
市

本
町
12-

４　

小
林
ビ
ル
２
Ｆ

☎
０
５
５-

９
４
３-

６
６
４
１

  
suppo

rt@
liber

a.o
r.jp

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
、

示
談
を
め
ぐ
る
損
害
補
償
の
問
題

で
お
困
り
の
方
へ
、
セ
ン
タ
ー
の

弁
護
士
が
、
中
立
・
公
正
な
立
場
で
、

当
事
者
間
の
紛
争
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
の
弁

護
士
費
用
は
、
解
決
す
る
ま
で
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。
無
料
で
す
。

問
合
せ
先

交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
４-

２
５
５-

５
５
２
８

　

現
在
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で

の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
「
車

内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、

バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

い
て
か
ら
席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹

し
て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず

急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち

に
な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

に
は
、
吊
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か

り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

中
部
運
輸
局
管
内
に
お
け
る
バ

ス
の
車
内
事
故
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
に
58
件
発
生
し
、
そ
の
う

ち
重
傷
者
が
８
人
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
、
と
も
に
平
成
28
年

以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

車
内
事
故
の
被
害
者
は
、
65
歳

以
上
の
方
が
、
約
半
数
を
占
め
て

い
る
も
の
の
、
高
齢
者
以
外
も
約

３
割
と
多
く
、
「
車
内
事
故
＝
高

齢
者
の
事
故
」
で
は
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
部
運
輸
局 

静
岡
運
輸
支
局

静
岡
県
バ
ス
協
会

 

☎
０
５
４-

２
５
５-

９
２
８
１

　

成
年
に
達
す
る
と
、
親
の
同
意

を
得
な
く
て
も
、
自
分
の
意
志
で

様
々
な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
契
約
に
つ
い
て

の
責
任
も
自
分
で
負
う
こ
と
に
な

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

契
約
に
関
す
る
知
識
を
学
ぼ
う

　

契
約
に
は
様
々
な
ル
ー
ル
が
あ

り
、
知
識
が
な
い
ま
ま
安
易
に
契

約
す
る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

う
ま
い
話
は
う
の
み
に
せ
ず
、

き
っ
ぱ
り
断
ろ
う

　

「
簡
単
に
も
う
か
る
」
「
手
軽
に

キ
レ
イ
」
「
○
％
オ
フ
」
な
ど
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
や
友
人
か

ら
の
誘
い
を
き
っ
か
け
に
、
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
広
告
は
う
の

み
に
せ
ず
、
安
易
に
契
約
す
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
の
味
方
に
な
る
ル
ー
ル
を

知
ろ
う

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
や
消

費
者
契
約
法
な
ど
、
消
費
者
を
保

護
す
る
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
ル
ー
ル
を
知
り
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

　

日
常
生
活
で
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル

や
悩
み
ご
と
、
困
っ
た
こ
と
（
心

の
悩
み
、
消
費
生
活
、
住
ま
い
、

生
き
が
い
、
介
護
、
法
律
な
ど
）、

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か
わ
か

ら
な
い
と
き
の
相
談
窓
口
で
す
。

悩
み
ご
と
を
一
緒
に
考
え
、
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
先
を
ご
案
内
し

ま
す
。

※
な
お
、
相
談
・
取
次
ぎ
は
無
料

で
す
が
、
専
門
家
に
相
談
す
る

場
合
は
別
途
料
金
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
部

事
務
所

相
談
受
付
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
５
５-

９
２
２-

３
７
１
５

受
付
時
間　

平
日
の
９
時
～
17
時

　

放
送
大
学
で
は
、
令
和
４
年
10

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
ま
で
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
は

な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
限

第
１
回　

８
月
31
日
（
水
）
ま
で

第
２
回　

９
月
13
日
（
火
）
ま
で

問
合
せ
先

放
送
大
学
静
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
５-

９
８
９-

１
２
５
３

受
験
資
格

①
令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
方
及
び
令
和
５
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
方

申
込
期
間

６
月
20
日
（
月
）
～
29
日
（
水
）

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

試
験
日

第
１
次
試
験　

９
月
４
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

10
月
12
日
（
水
）

～
10
月
21
日
（
金
）
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
指
定
す
る
日

問
合
せ
先

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

 

☎
０
５
２-

９
５
１-

３
５
１
１

 
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

         

講
座
を
開
催
し
ま
す

　

 

（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ス
マ
ホ
・

　
　
　
　

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
）

 

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
よ
る

               

犯
罪
に
注
意

 

交
通
事
故
の
補
償
問
題
で

             

お
困
り
の
方
へ

 

し
ず
お
か
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
を

          

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

静
岡
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

          

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に

           

つ
い
て
の
お
願
い

 

放
送
大
学
入
学
生
募
集

 

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

～
犯
罪
被
害
・
消
費
者
被
害
に

          

遭
わ
な
い
た
め
に
～

 

税
務
職
員
募
集
（
高
卒
程
度
）

（広告）



市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

４
月
16
日
か
ら
５
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

４
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

宇
土
金　

勝
田　

光こ
う
す
け祐　

光
一

５
月
届

柿　

崎　

黒
澤　

春は

る

ひ陽　

征
一
郎

白　

浜　

渡
邉　

海か

い

ら桜　

正
広

４
月
届

地 

区  

氏 

名 
 

死
亡
日  

年
齢

二
丁
目　

山
田　

昭
信　

21　

83　

三
丁
目　

木
村　

美
幸　

27　

71

西
本
郷　

板
垣　

孝
子　

20　

74

河　

内　

土
屋　

幸
夫　

27　

94

立　

野　

野
村　

令
子　

27　

92

東　

中　

近
持　

夏
江　

23　

75

宇
土
金　

鈴
木
た
ま
江　

20　

94

　

新
年
度
と
な
り
下
田
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
内
の
体
制
も
新
た
に

稼
働
を
始
め
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
も
今
年
度
よ
り

新
し
く
Ａ
Ｄ
Ｌ
室
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｄ
Ｌ
と
は
、Activ

iti
es 

o
f D

a
ily

 
Liv

i
ng 

：
Ａ(

ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
：
動
作)

Ｄ
Ｌ

(

デ
イ
リ
ー
リ
ビ
ン
グ
：
日
常
生

活)

日
常
生
活
を
送
る
最
低
限
必

要
な
動
作(

起
居
動
作
・
移
乗
・

移
動
・
食
事
・
更
衣
・
排
泄
・
入

浴
・
整
容)

を
指
し
ま
す
。
今
回
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
室
に
は
畳
ユ
ニ
ッ
ト
と
浴

室
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
。
患
者
様
や

ご
家
族
様
か
ら
の
要
望
に
多
く
聞

か
れ
る
床
上
動
作
、
入
浴
動
作
獲

得
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
動

作
確
認
を
中
心
に
行
え
る
よ
う
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

特
に
浴
室
ユ
ニ
ッ
ト
に
関
し
て

は
リ
モ
コ
ン
操
作
で
洗
い
場
が
昇

降
し
ま
す
の
で
ご
自
宅
の
浴
室
に

近
い
状
況
で
練
習
す
る
こ
と
が
可

能
で
す(

実
際
の
入
浴
は
で
き
ま

せ
ん)

。

　

畳
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
こ
た
つ
や
座

椅
子
、
布
団
で
の
生
活
を
継
続
し

た
い
と
希
望
さ
れ
る
患
者
様
へ
本

格
的
な
生
活
動
作
の
練
習
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
洗
濯
物
干
し
や
衣
類
等

の
収
納
の
練
習
な
ど
が
行
え
る
よ

う
に
生
活
場
面
で
必
要
と
な
る
動

作
練
習
を
本
格
的
に
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。　
　
　

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家
屋
調
査
を

積
極
的
に
行
え
な
い
現
状
も
あ

り
、
院
内
の
感
染
対
策
の
状
況
に

も
よ
り
ま
す
が
、
ご
家
族
様
や
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
様
に
も
直
接
動

作
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

在
宅
復
帰
へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

藤井　幸子　さん

「絵画」

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に

お越しください

今月のミニミニあーとぎゃらりー 募集中！ミニミニあーとぎゃらりー展示作品

　市立図書館には 「ミニミニあーとぎゃらりー」 という展示コーナーがあり、

皆さまの作品を随時募集しています。 絵画、 写真、 書、 手芸、 コレクショ

ン…何でもＯＫです。 グループでの展示も大歓迎です。 興味のある方は

図書館までお気軽にお問合せください。

５月の

アートギャラリー

鎌田　ふゆ子さん
「101 歳の手仕事（ちぎり絵、

つるしかざり、編み物）」
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Ａ
Ｄ
Ｌ
室(

日
常
生
活
動
作
訓
練

室)

始
動

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

　
　
　
　
　
　
　

 

佐
々
木　

豪

　成人向け　書名 著者名 出版社

スパイコードＷ 福田　和代 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

孤蝶の城 桜木　紫乃 新潮社

雨滴は続く 西村　賢太 文藝春秋

石礫　機捜２３５ 今野　敏 光文社

任侠ショコラティエ 新堂　冬樹 双葉社

教養としての会社法入門 柴田　和史
日本実業出

版社

児童向け　書名 著者名 出版社

戦争をやめた人たち　

1914 年のクリスマス休戦
鈴木　まもる あすなろ書房

十年屋　６　見習いのお時間です 廣嶋　玲子 静山社

本おじさんのまちかど図書館
ウマ・クリシュナ

ズワミー
フレーベル館

寝るのが楽しくなる　睡眠のひ

みつ

ヴィッキー・ウッ

ドゲート
創元社

13 歳からの著作権
正しく使う・作る・発信するための
「権利」とのつきあい方がわかる本

久保田　裕
メイツユニ
バーサルコ
ンテンツ

７月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

７月７日
（木）

年金相談
どなたでも

（要予約）
 ９：00 ～ 14：00

市民文化会館

大会議室

７月 12日

（火）

２歳児

健康相談

Ｒ２年

６月生 ８：50

～９：50
中央公民館

２歳６か月

児健康相談

Ｒ元年

12 月生

７月 13日

（水）

市民相談

どなたでも

（要予約）

10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室３

法律相談
９：30

～ 12：00

市民文化会館

小会議室２

７月27日
（水）

市民相談
10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室 3

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

７月28日
（木）

１歳６か月

児健診
Ｒ２年 11 月生

12：50

～ 14：00

市民文化会館

小ホール
３歳児健診 Ｒ元年５．６月生

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）

　☆かけっこ講座

　日時　６月 18 日（土）10：00 ～ 12：00

　場所　下田小学校グラウンド（雨天時は下田小学校体育館）

　☆遊具で遊ぼう！

　日時　７月２日（土）　10：00 ～ 15：00　

　場所　朝日小学校体育館

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　日時　６月 16 日（木）10：00 ～ 12：00

　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

６月３日～６月５日 斉藤住設 22-7245

６月６日～６月12日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

６月13日～６月19日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

６月20日～６月26日 須原設備 28-1161

６月27日～７月３日 杉本設備工業㈱ 22-3040

受付 ： 「平日」 午後５時 15 分～翌午前８時 30 分、

　　　　 「土 ・ 日 ・ 祝日」 午前８時 30 分～翌午前８時 30 分

人のうごき
    住民登録人口 ５月１日 増減

男　   ９，７９２　　　　＋８

女 　１０，５０８　　　　＋５

計 　２０，３００　　　＋１３  

  　　世帯数　  １０，５６２ 

　  出　生  　２　　 転　入　１５８ 

    死　亡  ３２　　 転　出　１１５　　　

謹
ん
で

　

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　

 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に
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畳ユニット

浴
室
ユ
ニ
ッ
ト

※排水管等の詰まりについては、 対象外となります。

吉
佐
美　

藤
田　

ふ
じ　

18　

84

大
賀
茂　

臼
井　

福
二　

16　

78

田　

牛　

渡
邉　

聰　
　

23　

89

柿　

崎　

植
田　

栄　
　

26　

91

白　

浜　

金
指　

雅
代　

17　

92

　

〃　
　

佐
々
木　

好　

24　

90

　

〃　
　

原　

孝
子　
　

22　

89

５
月
届

三
丁
目　

山
本
千
代
子　

１　

92

六
丁
目　

平
川
こ
の
み　

4/30　

83

　

中　
　

上
嶋　

久
子　

４　

83

須　

原　

大
塚　

鷹
夫　

４　

91

落　

合　

稲
葉
ヒ
デ
ミ　

９　

95

吉
佐
美　

浅
賀　

ハ
ル　

13　

96

須　

崎　

田
中　

和
夫　

4/30　

78

白　

浜　

金
指　

義
次　

11　

93

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



　

　

浄化槽の処理対象人員に応じて　限度額 ７万円～５０万円の補助
（新築工事に伴うものは除く）　　※令和５年３月３１日まで

広
報

し
も

だ
　

令
和

4
年

6
月

3
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 須崎にお住いの

 藤岡　徹さん・美穂さんの

    長 女　凜
りん

　ちゃん   （１歳４か月）

  　こんにちは！凜です。

　お散歩と絵本とダンスが大好き！！

　テレビを見てマネしておどったりもするんだ♪

　マイペースに成長中！

　これからも楽しく遊んで大きくなろうね♡

公共下水接続助成金拡充へ！！

市ホームページ QR

つ
な
が
る
下
田
、

つ
な
げ
る
下
水
道

拡充期限迫る拡充期限迫る

第 51 回 あじさい祭
　今年も 15 万株 300 万輪のあじさいが多くの観光客

を迎える季節になりました。

　まつり期間中、下田公園下にあじさい祭用臨時駐車

場を開設し、協力金をいただいておりますが、市民の

皆さまには、住所を確認できる免許証等を駐車場係に

提示していただくことで、無料でご利用できます。

　下田が誇る美しいあじさいをぜひご覧ください。

臨時有料駐車場　　【平日】８時 30 分～ 17 時

　　　　　　　　　【土日】７時～ 17 時

あじさい祭会場のイベントのご案内

〇ゆったりのんびり♪休憩所

あじさい茶屋、地場産品の販売　９時～ 16 時

〇あじさいテラスカフェ

あじさい祭期間中、群生地にカウンターとイスを設置

します。

【平日】９時～ 16 時【土日】７時 30 分～ 16 時

〇下田太鼓の実演　５日、26 日（いずれも日曜日）

【時間】① 10 時～　② 11 時 15 分～　③ 12 時 30 分～

※雨天時等は中止になるものもあります。

問合せ先

あじさい祭実行委員会（下田市観光協会）☎㉒１５３１


